
　

お
手
元
に
新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま

し
た
ら
、
お
持
ち
の
古
い
保
険
証
は
破

る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
は
一
人
１
枚
の
カ
ー
ド
タ
イ

プ
で
加
入
者
全
員
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

サ
イ
ズ
も
小
さ
い
た
め
、
紛
失
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
は
、
加
入
者
で
あ
る
皆
さ
ん

の
医
療
費
の
支
払
い
に
あ
て
る
医
療
保

険
分
と
75
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
を
支

え
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
保

険
事
業
に
あ
て
る
介
護
保
険
分
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
特
別
の
事
情
が
な
く
滞

納
が
続
く
と
、
保
険
証
を
交
付
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
に
困
っ
た
と
き
は
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
の
意
思
に
つ
い
て
、
ご
家
族

な
ど
と
話
し
合
っ
て
意
思
表
示
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
保
険
証
に
同

封
す
る
個
人
情
報（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）保

護
シ
ー
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

同
封
の
シ
ー
ル
は
、
保
険
証
や
お
く

す
り
手
帳
の
文
字
や
印
影
な
ど
が
な
い

部
分
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
株
式
会
社
ア
ス
カ（
高
崎
市
）

　

ア
ス
カ
教
育
基
金
へ
５
０
０
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

茂
原
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
す

（
株
）ア
ス
カ
の
加
藤
秀
明
会
長（
右
）

●
株
式
会
社
Ｈ
Ｓ
Ｃ（
高
崎
市
）

　

微
酸
性
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
を

25
ℓ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

令和　3

令和 2

　

新
し
い
保
険
証

国
保
の
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
に
こ
に
こ
甘
楽
☎(

６
７
）７
６
５
５　

健
康
課
国
保
係　

内
線
６
１
１

9
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

暮
ら
し
を
支
え
る
国
保
税

保
険
証
（
裏
面
）
に
は
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
あ
り
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す

る
場
合
は
希
望
シ
ー
ル
を
貼
り
ま

し
ょ
う

見本（表面）

↑ シールを貼ることで
ジェネリック医薬品
の処方を希望してい
るという意思表示に
なります

一人１枚加入者全員
に交付されます

色は「茶色」です
10
月
１
日
か
ら
は
、

　

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

町政の動き
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宅内排水設備（個人が設置・管理する部分）

雨
樋

■
目
的

　

大
雨
で
汚
水
量
が
増
加
す
る
と
、
家

庭
の
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
な
ど
の
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
宅
内
排
水
設
備
状
況
を
調

査
し
ま
す
。

■
内
容

　

雨
水
配
管
の
誤
接
続（
上
図
参
照
）や

汚
水
ま
す
、
ふ
た
の
破
損
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

９
月
か
ら

　

町
職
員
が
訪
問
し
ま
す

接続ます 接続ます

　

町
の
下
水
道
は
、
汚
水（
し
尿
お
よ
び
生
活
雑
排
水
）と
雨
水
を
別
々
に
流
す

「
分
流
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
雨
時
に
農
業
集
落
排
水

処
理
場
に
流
れ
込
む
汚
水
量
が
増
加
す
る
た
め
、
原
因
を
調
査
し
ま
す
。

下水道管

マンホールマンホール

汚水管
接続ます

雨
水
ま
す
公共ます

　

今
回
対
象
外
の
地
域（
善
慶
寺
・

国
峰
地
区
、
公
共
下
水
道
エ
リ
ア
）の

皆
さ
ん
も
、
汚
水
ま
す
の

ふ
た
の
破
損
等
に
つ
い
て

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 農業集落排水処理場汚水流入量

地区 晴天時
（㎥／日）

台風19号
上陸時
（㎥／日）

増加率

善慶寺
国  峰 292.3 920.3 3.15倍

天  引 137.3 731.0 5.32倍
城  南
上  野 131.0 790.0 6.03倍

 下水道（町が設置・管理する部分））

す
すす
ま
す

す

誤接続!誤接続!

　

昨
年
の
台
風
第
19
号（
令
和
元

年
東
日
本
台
風
）上
陸
時
に
は
、

農
業
集
落
排
水
処
理
場
に
流
入
す

る
汚
水
量
が
激
増
し
ま
し
た
。（
左

表
参
照
）

　

増
加
率
が
顕
著
で
あ
っ
た
天
引
、

城
南
・
上
野
地
区
を
今
年
度
調
査

し
、
来
年
度
以
降
に
善
慶
寺
・
国

峰
地
区
お
よ
び
公
共
下
水
道
エ
リ

ア
を
調
査
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

※
改
善
の
必
要
な
箇
所
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、早
期
の
修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
回
の
調
査
で
費
用
を
請
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
修
理
が
必
要

な
場
合
の
費
用
は
、
個
人
負
担
に
な

り
ま
す
。

●
対
象
地
区
以
外
の
皆
さ
ん
へ
●

■
訪
問
者

　

町
水
道
課
の
職
員

　
（
名
札
と
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
）

誤接続（雨水管が汚水管に
接続されている状態）

■ 調査対象地区および期間
地　区 期　間
天　引

（農業集落排水エリア）
９月下旬～
11月下旬

城南・上野
（農業集落排水エリア）

12月～
令和３年１月下旬

※ 訪問時に留守の場合は、日程調整後に
再度お伺いします。ご都合のつく日時
を担当までご連絡ください。

※ 町職員を名乗った詐欺にご注意ください。

天
引
・
城
南
上
野
地
区（
農
業
集
落
排
水
エ
リ
ア
）の
宅
内
排
水
設
備
各
戸
調
査
を
行
い
ま
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
水
道
課
下
水
道
係　

内
線
２
２
５
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「
失
禁
と
排
泄
ケ
ア
」を
テ
ー
マ
に
し

た
家
族
介
護
者
教
室
が
7
月
17
日
と
31

日
に
、
に
こ
に
こ
甘
楽
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
介
護
負
担
の

軽
減
や
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

17
日
は
、
公
立
富
岡
総
合
病
院
の
皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
を
講
師
に

招
き
、
失
禁
の
種
類
や
対
処
法
、
効
果

的
な
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
義
に

9
人
の
参
加
者
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
31
日
は
大
王
製
紙
ア
テ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ル
ク
か
ら
講
師
を
招

き
、
お
む
つ
や
パ
ッ
ト
の
選
び
方
、
上

手
な
当
て
方
な
ど
の
実
技
に
、
11
人
の

参
加
者
が
体
験
を
通
し
学
び
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

高
齢
者
本
人
と
そ
の
家
族
を
支
援
し
ま

す
。

　とてもいい勉強をさせてもらい
ました。今まで自己流でやってい
ましたが、紙おむつの選び方や取
り扱い方など、適切な方法を知る
ことができて、よかったです。

正
し
い
知
識
で

在
宅
介
護
の
負
担
を
軽
減

家
族
介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
　
　

   

■
に
こ
に
こ
甘
楽
☎（
６
７
）７
６
５
５　

健
康
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
２
１・６
２
２

尿もれしにくいおむつ装着法を学びました

講師による安楽なおむつ交換の実演

尿失禁や対処方法について医学的に学びました

参加者の声

　

町
で
は
、
暑
さ
や
自
粛
生
活
に

よ
り
外
出
す
る
機
会
が
減
り
、
足

腰
が
衰
え
生
活
動
作
に
支
障
が
出

て
い
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
運

動
機
器
の
貸
与
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
椅
子
に
腰
か
け
、
機

械
に
足
を
の
せ
る
だ
け
で
、
電
気

刺
激
を
通
じ
て
足
裏
や
ふ
く
ら
は

ぎ
、
前
す
ね
の
筋
力
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

町
が
実
施
す
る「
ご
長
寿
調
査
」

や
直
接
の
相
談
に
よ
り
事
業
の
対

象
者
を
選
定
し
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
自
宅
に
伺
い
、
一

定
期
間（
3
〜
6
カ
月
間
）貸
し
出
し

ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
フ
レ
イ
ル
予
防

自
宅
で
フ
レ
イ
ル
予
防
！！１カ月毎日使用して足裏が床

にしっかりつくようになり、
歩きやすくなりました。使い
方は簡単、効果が楽しみです。

◆利用者の感想

「
運
動
機
器
貸
与
事
業
」

「
運
動
機
器
貸
与
事
業
」

町政の動き
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「
お
は
な
し
あ
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
く
ら
」は
、
介
護
施
設
や
高
齢
者
宅

を
訪
問
し
傾
聴
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
、
平
成
24
年
4
月
か
ら

活
動
を
始
め
、
現
在
11
人
が
登
録
し
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
訪
問
活
動
は
休
止
し
て
い

ま
す
が
、
会
員
同
士
が
活
動
を
支
え
あ

う「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」を
目
的
に
、
に
こ

に
こ
甘
楽
で
月
1
回「
つ
ど
い
」を
開

き
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

7
月
28
日
の
つ
ど
い
で
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ル
ク
・
お
ば
た
の

三
木
施
設
長
か
ら
、
施
設
に
お
け
る
感

染
予
防
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

い
生
活
様
式
の
中
で
の
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
い
、「
手
紙
を
送
る
」な
ど
形

を
変
え
た
交
流
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

相川成子さん（左）と富山フミ代さん

長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

相川さん
　地域のことを知り、いい仲間
に巡り合え、楽しく活動できま
した。傾聴の大事さを実感して
います。

　

多
く
の
人
の
心
の
声
を
聴
き
、
地

域
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
２
人
が
７
月
を

も
っ
て
、
活
動
を
終
了
さ
れ
ま
し
た
。

富山さん
　とてもいい勉強をさせてもら
いました。今までの経験をもと
に、できることをやっていきた
いと思います。

　

今
年
８
年
目
を
迎
え
た
同
会
で

は
、
一
緒
に
活
動
す
る
新
し
い
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

心
に
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
に
こ
に
こ
甘
楽
☎（
６
７
）７
６
５
５　

健
康
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
２
１・６
２
２

高
齢
者
の
心
の
声
に

耳
を
傾
け
る

　傾聴ボランティアの皆さん
の活動は、施設の利用者が
外部と関われる良い機会であ
り、「思い」をそばでじっくり
聴いてもらえる貴重な時間と
なっています。コロナで活動
できない中、人が生きるうえ
で社会とつながることの重要
性を改めて実感しています。
　安心して活動が再開でき
る日を心待ちにしています。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

シ
ル
ク
・
お
ば
た

施
設
長　

三
木
秀
明
さ
ん

コロナで活動が休止。何か
できることはないか？

「会えるという幸せ」。
傾聴活動の大切さを実感

傾聴ボランティアのつどい
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